
1。 は じ め に

甲南女子大学では,2001年 の改組と同時に,全学

共通メデイア科目「情報科目」の 1年次対象必修科目

「探検 コンピュータ」と,2年次以上対象選択科 目

「コンピュータの世界」を設置し,情報教育の拡充を

図ってきた。特に,「探検コンピュータ」は全学生が

入学直後に履修し,専 門科目におけるコンピュータ利

用がスムーズにできるよう教育する要となる科目であ

る。

筆者は,2001年 に本学の課題であつた「情報 リテ

ラシ教育の 9つの問題点」を指摘すると同時に情報科

目全体の基本方針を定めn,現
在 まで継続 して「探検

コンピュータ」と「コンピュータの世界」の授業を担

当してきた。特に,「探検コンピュータ」は全学生と

多くの教員が関わるため,本学学生,教員,設備の状

況を総合的に考慮したカリキュラムとするために,毎

年度全担当教員が問題点を洗い出し,教育内容の改定

を行ってきた。その結果,4年間の実践を経て,よ う

やくひとつのカリキュラムモデルが固まってきた。

本稿では,2001年 に定めた情報リテラシ科目「探

検コンピュータ」の基本方針を再確認 し,指摘 した

「情報リテラシ教育の 9つ の問題点」が「探検コンピ

ュータ」実践によりどのように改善されたのか,本学
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の学生,教員,設備の状況を総合的に考慮 してどのよ

うな運営上の工夫を施したのか,更に,今後どのよう

な課題が残されているのかについて論じていきたい。

2。 「探検 コンピュー タ」 の 目標

本節では,「探検コンピュータ」で設定 した目標に

ついて説明する。付録 1に ,平成 17年度「探検コン

ピュータI, Ⅱ」の授業構成を示す。この表には,例

として筆者が担当したクラスの授業構成を掲載してお

り,学生のレベルと担当教員の判断によリクラスごと

に微調整するよう指示している。

前期の「探検コンピュータ I」 は,本学のコンピュ

ータ環境に慣れ親しみ,タ ッチタイビングがストレス

なくできるようになることを目標としている。具体的

には,以下の項目を挙げている。

・コンピュータのハードとソフト,ネ ットワークな

どに関する基本的理解を得る。

・wwwと webメ ールを情報収集やコミュニケー

ションに活用できるようになる。

・データを複数メデイアのフアイル・フォルダで管

理できるようになる。

・wordで簡単なレポート作成と印届」ができるよう

になる。

一方,後期の「探検コンピュータⅡ」は,表計算ソ
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フ トを用いて簡単な統計処理がで き,wwwコ ンテ

ンツを作成 しネットワークを活用することを目標とし

ている。具体的には,以下の項目を挙げている。

O Microsoi Excdの 基本操作 と簡単な統計処理がで

きるようになる。

・WWwサ ーバ,wWWブ ラウザ,WWwコ ンテ

ンッ作成ソフトウェアの関係を理解する。

・複数ページから構成される WWWサ イ トの構造

を理解する。

01ペ ージが htmlフ ァイルを基本 とする複数のフ

ァイルから構成されていることを理解する。

・他のページヘのリンクが容易にで きるようにな

る。

・フリーメール,フ リー Www公 開サービスを利

用できるようになる。

・セキュリティとプライバシーの保護について基本

的理解を得る。

3。 情 報 リテ ラ シ教 育改 善効果

本節では,2001年 に指摘 した「1青 報 リテラシ教育

の 9つ の問題点」
|に ついて,「探検 コンピュータ」を

実践 した結果どのような改善効果が得られ何が解決さ

れていないのか,順に検討 していきたい。

(1)急増する情報教育ニーズヘの対応

全ての情報リテラシ科目を 1年次必修 とした結果 ,

全学生が実習費用を負担せず情報 リテラシ教育を受け

る環境が整い,WWW,電 子メール,Microso■ Office

の利用を中心に情報活用能力が底上げされた。専門科

目を担当する教員からも,パ ソコン利用スキルの指導

に関する負担が低減されたという意見を聞く。一方 ,

心理学科から「Excdの 統計処理の基礎を教えて欲 し

い」,多文化共生学科から「PowerPOintの 扱い方を教

えて欲 しい」との要望があったが,前後期 1コ マの授

業時間を考慮すると組み入れることが難 しい状況にあ

り,専 門科目での対応を依頼 している。

(2)個 人向けの OS Windows 95

2001年 のシステム更新 に伴い,「探検 コンピュー

タ」では OSと して WindOws 2000 Professionalを 用い

ている。前システムの Windows 95と 比較 し,ユーザ

認証やアクセス制限などセキュリティを意識させる教

育が容易になった。一般家庭にも windOws 2000の 後

継 OSで ある WindOwsXPが普及 している現在,本項
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目の問題は消滅 しつつある。

(3)印刷用 ドキユメント作成が目標

オンラインドキュメント作成を中心に授業を展開す

ることを試みたが,そ の活用のためには,WWW,電
子メール, ファイル形式などの高度な知識が要求され

るため,本学学生にその概念から理解させることが困

難であった。このため現在は,印刷用 ドキユメントと

WWWペ ージ作成の両方を指導 している。

(4)ビ ジネス文書作成が目標

ビジネス文書作成は学生の興味を惹かないが,そ も

そも学生には大学のレポー ト以外に文書を作成する必

要性がほとんどない。代替 しうる文書が見当たらず ,

ビジネス文書を主体 としたテキス トが多いこともあ

り,現在はビジネス文書作成を実施 している。

(5)Wordを テキス トエディタのように利用 している

4年次になると,ほ とんどの学生が卒業論文を執筆

する。wOrdに は自動整形機能,自 動参照機能など論

文作成に便利な機能が多数搭載されているので,こ れ

らの適切な利用法を教育することを試みたが,1年次

学生にその必要性を理解させることは困難であった。

4年次で卒業論文を書き始めた頃でなければその意味

が理解できないようであり,現在は本項目を重要視 し

ていない。

(6)貧 弱なセキュリテイ知識

マルチユーザ os,webメ ール,履修登録システム

など,個 人認証を必要 とするシステムを導入 した結

果,セ キュリテイに関する意識は若干高まったが,そ

の仕組みが複雑なために,セ キュリテイを高めるため

には何をすべ きで何をすべ きでないかを判断する能力

は身についていない。不正アクセスや情報漏洩事件が

多発 している現状を考えると,1青報セキュリティ分野

の教育充実が緊急の課題である。

(7)貧 弱なプライバシー知識

プライバシー漏洩には,自 分が意図した場合と意図

しない場合とがある。前者の抑制は容易であるが,後

者の理解には cookic,ス パイウェア,ウ イルス,ワ ー

ムなどの技術的知識が必要なため,上記 (6)と 同様

に,適切な判断能力を与えるには至っていない。
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(8)ア プリケーション教育への偏重

アプリケーションの動作は,ハ ー ドウェア,ソ フ ト

ウェア,ネ ットワークが複雑に絡んでお り, トラブル

の切 り分けにはそれぞれの知識が必要 となる。筆者

は,「 コンピュータの世界 AI,Ⅱ 」において,パ ソ

コンの組み立て実習やコンピュータとネットワークの

動作を紙とペンを用いて実体験する授業を実践 してき

た。非常勤の担当教員にアプリケーション以外の知識

が乏 しいため,今後は「コンピュータの世界 AI,

Ⅱ」で実践した要素を「探検コンピュータ」にいかに

組み込むかを検討していきたい。

(9)教員の情報共有不足

学生の蹟きやすいポイントや分かりやすい教え方に

関するノウハウを共有することを目的に,「探検コン

ピュータ」担当教員のメーリングリストを設置し,反

省会と次年度に向けた打ち合わせを毎年実施 してき

た。運営上の トラブルや不整合が年々減少するにつれ

て,メ ーリングリストヘの投稿も徐々に減ってきてい

るが,定例打ち合わせで最低限の意思疎通を図ってい

る。

4。 運営 上 の工夫

「探検 コンピュータ」は,非常勤主体である多数の

教員が様々なスキルレベルの学生を指導する形態の科

目である。本節では,全てのクラスを円滑に運営する

ために凝らした工夫点について述べる。

(1)能力別クラス分け

本学入学者をコンピュータスキルで分類すると,一

部の上級者と大多数の初級者に分かれる。そこで,前

期第 1回 目の授業でクラス分けを行い,後期 も含めた

2回 日以降のクラスを指定 している。担当教員は最低

限教えるべ き内容を共有 し,上位クラスではその内容

を深め応用することを目指 している。クラス分けの基

準として,タ イピング速度計測結果とパソコン利用や

情報教育経験に関するアンケー ト結果 を併用 してい

る。

クラス内のレベル差は,最上位クラスで大きく,そ

れ以外のクラスで小さい。筆者はこれまで最上位クラ

スを担当してきたが,ク ラス内のレベル差を吸収する

ために,ス キルの高い学生と低い学生の座席が隣 り合

わせ となるよう指定 し,ペアワークを増やすなど運営

上の工夫を試みてきた。 しかし,コ ンピュータのスキ

ル向上のためには単独での継続 した練習が不可欠であ

り,ス キルの低い学生に自習を課すための宿題を増や

す必要がある。

また,履修登録作業の混乱を避けるため,原則 とし

て前後期同一のクラスで受講させているが,こ れまで

のところ目だつた問題点は見られない。

(2)テ キス トの選択

当初はビジネス文書中心の教育を回避するため,一

般のテキス トは利用せず各教員がプリントを配布する

形式を取っていたが,教員の負担が大きく学生の理解

も深まりにくいことから,本学 と協力関係にある専門

学校 の Word,Excelの 両方 に対応 したテキス トを

1,000円 で販売 し利用することになった。内容的に学

生の興味を惹 くものではないが,ス キル向上には役立

っている。

また,ホ ームページ作成には IBM社 の Homepage

Buildcrを 利用 してお り,初年度は全学生に市販のテ

キス トを購入させた。 しかし,2年次以降当該アプリ

ケーションを利用 しない学生が多かったため,現在で

はメデイアセンターでテキス トを購入 し,教室に 10

冊程度ずつ配置 している。ただし,テ キス トを利用す

る頻度には教員間で相当の差があ り,必要なクラスに

重点的にテキス トを割 り当てる運用方法を検討中であ

る。

(3)成績評価方法

出席点と課題点を総合評価 し,出席点 50,課題点 50

を標準 とするが,配分は内容により各担当教員が決定

する方法を採っている。各クラスのレベルや教員の適

性に応 じて柔軟な授業運用を可能とするため,評価方

法にも柔軟性を残 してあるが,出席評価や授業内容に

クラス間で大幅な差が出ないよう,出席の取 り方や成

績算出方法に一定の基準を設け配慮 している。

(4)学 生の自宅のパソコン環境

ここ数年でパソコンを購入 した学生のほとんどは
,

Offlcc Personalプ リインス トールモデルを選択 してい

るため,wOrdと Excelは 自宅で も利用可能な状況に

ある。 しか し,後期に利用する HOmepage Builderを

所有する学生は極めて少数であるため,自 宅での自習

が必須 とならないよう授業時間を長 く取つてある。そ

れでも,ホ ームページ作成は最下位クラスの学生には

負担 となるようだが,携帯電話で撮影 した写真を使用

させるなどすると,最 も楽 しんで受講する内容 ともな
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りうる。なお,Wordで もホームページ作成は可能だ

が,素材の多さとデザインの容易さを考慮 し,専用ソ

フトを不J用 している。

5。 今後の課題

4年間の実践を経て,「探検コンピュータ」は一つの

着地点を見出したが,コ ンピュータ利用に興味のない

学生を多数扱わなければならないことや,専 門科目を

始めとする多くの授業でコンピュータが活用され始め

たことから,新 たな課題が浮き周多りとなってきた。本

節では,今後解決すべ き短期的な課題について述べる。

(1)学生が現在必要性を感 じていない知識の習得

学生の興味のあることと,現在必要ないと判断 した

ことに対する学習意欲の差は大きい。例えば, タツチ

タイピング,フ アイル操作,圧縮と解凍,フ アイル形

式,表計算などは,その必要性を感 じたときでないと

覚えようとしない傾向が強い。3.(5)で指摘 した Word

による効率的な論文作成方法も同様である。少 しでも

身近な例を取 り上げて役に立つ実感を持たせるなど
,

授業素材の工夫が必要である。

(2)フ アイル保存・移動方法の検討

本学では授業時間内はいつでもメデイアセンターで

自習する環境を整えているが,学生の多 くは宿題を自

宅に持ち帰ることを望む。学内の PCであれば,フ ア

イルサーバにより「My Documents」 フォルダを共有

しているために,保存場所を全 く気にすることなく作

業を継続できるが,自 宅ヘファイルを持ち帰る場合は

手間がかかる。メデイアセンターが管理する PCに 装

付録 1 平成 17年度「探検コンピュータI, Ⅱ」授業構成

探検コンピュータI              探検コンピュータⅡ
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備されているリムーバブルメディアは FDDのみであ

るため,多 くの学生が FDDを 利用 しているが,デ イ

スク容量が限られ,障害 も多発するために,USBフ
ラッシュメモリの利用や自分宛の添付フアイル付メー

ル送信など代替手段を推奨 している。今後 も扱 うデー

タの容量が増大することが予想され,フ ァイルサーバ

のディスク増設にも限界があることから,大学で USB

フラッシュメモリを一括購入し配布する方法も検討の

価値があると言えよう。

6.お わ り に

高等学校では,2003年 度 より普通教科で情報教育

が必修となった。当初は情報科目の教員免許を有する

教員数が不十分で,担当教員の情報教育経験 も不足 し

ていたため,2005年度になってようや く3年 生向け

に情報教育を実施 した高等学校が多 く,教育内容 もレ

ベルもまだ混沌 としている状態である。 しか し2006

年度には,コ ンピュータやィンターネットなどの基本

操作ができる学生が大学に入学 してくるのも事実であ

る。現在,ほ とんどの大学で実施 しているコンピュー

タやアプリケーションソフトウェアの操作を中心 とす

る基礎情報教育は,近い将来大半が高等学校までの教

育課程で履修済みとなるため,大学での教育はその補

完を除き不要になろう。その反面,大学では,高等学

校での教育を踏まえた高度な授業が求められてくる。

本学でも情報リテラシ教育の内容改定を継続 して行う

必要がある。
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回数 内  容 回数 内 容

1 パソコンの起動 と終了, クラス分け 1 概要説明,Excelの 基礎

Windowsの 基本操作 とタッチタイピング

Excelの 基礎 と簡単な統計処理
電子 メール

日本語入力と文章編集
フリーメール,フ リー Web登 録,ホ ームページ内容検討

ホームページ作成

日本語入力と文章編集,フ ァイル操作 1

フリーメールア ドレスの取得と利用 発表と相互評価

まとめ MSN Messenger,セ キユリテイ,プライバシーの保護




